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研究成果の概要（和文）：　義歯装着者において口腔衛生状態が不良にもかかわらず，口腔粘膜の炎症が認められない
症例が見受けられる．これは，抗菌ペプチドであるディフェンシンが関与していると考えられる．本研究は，唾液中の
βディフェンシン量に影響を及ぼす因子について検討を行った．対象は健常有歯顎者22名とし，βディフェンシン量を
目的変数，総嫌気性菌数，安静時唾液量，カンジダ菌数，舌苔付着程度を説明変数としたロジスティック回帰分析後，
ステップワイズ法にて解析を行った結果，総嫌気性菌数が関連する因子として抽出された．

研究成果の概要（英文）：Some denture wearers with poor oral hygiene do not exhibit these inflammation. It 
is considered that expression of antimicrobial peptide defensin is related though the factors involved in 
the level of expression of defensin. The purpose of this study was to clarify the associated factors of 
beta-defensin level in healthy subjects.
Healthy 22 dentulous subjects who were not affected by systemic disease or medication were enrolled in 
the study. Salivary beta-defensin level was measured using an enzyme-linked immunosorbent assay. The 
number of total anaerobic bacteria in saliva, flow rate of resting whole saliva and tongue coating status 
were measured. Subjects were asked to answer the questionnaire. Stepwise logistic regression analysis was 
used to identify which factors were associated with beta-defensin levels.The stepwise logistic regression 
analysis showed that total anaerobic bacterial count in saliva was significantly associated with 
beta-defensin level.

研究分野： 歯科補綴学

キーワード： Defensin　抗菌ペプチド　唾液

  １版



１．研究開始当初の背景 

日本における高齢化率は 2008 年度には

22。1％となり本格的な超高齢社会に突入し

た。2025 年には平均寿命は男性で 81 歳、

女性で 88 歳、高齢化率は 30。5％で、５人

に1人が75歳以上の高齢者になることが推

計されている 1)。健康寿命の延伸を目指し

て生命の維持に欠かせない摂食嚥下機能と

歯の長寿化の大切さが国民にも認識される

ようになってきた。「健康日本 21」の目標

値や「8020 運動」はそれを象徴するもので、

高齢者における残存歯の増加をもたらし高

齢者の QOL の向上に大きな貢献を果たし

ている。しかし、高齢化の進行により免疫

力の低下した人、認知症患者、脳梗塞後遺

症患者など十分な口腔ケアができず、口腔

内衛生状態の悪化が問題となってきている。

その結果、齲蝕と歯周病が進行し、歯の喪

失という悪循環が生じる。また、口腔内衛

生状態の悪化は口腔内の微生物の増加につ

ながり、これは口腔内の感染症だけでなく、

誤嚥性肺炎、循環器疾患、糖尿病といった

全身疾患にも影響する 1,2)。 

そこで自然免疫の分子の一つである唾液

中のディフェンシンに着目した。ディフェ

ンシンは低分子の塩基性ペプチドで、強い

殺菌作用を有している。ヒトでは 6 種類の

αディフェンシンと 2 種類のβディフェン

シンが知らており、細菌のみならず、真菌

やウィルスに広域スペクトラムな抗菌効果

を有していることから、口腔粘膜の感染防

御機構として重要視されている。一般的に

自然免疫で処理しきれない強さや量の微生

物が侵入してくると炎症を引き起こすと考

える。しかし、歯周ポケットが深いままで

も長期にわたり安定している症例や、口腔

ケアが十分に行われておらずに口腔粘膜の

炎症傾向があまりない症例が見受けられる。

これは炎症性サイトカインと自然免疫での

防御反応による安定が確保されているため

と考えられるが、炎症傾向が認められる者

との差異は明らかではない 3）。本研究は、

口腔内における微生物数とディフェンシン

量の関係を明らかにし、その結果をふまえ

た効果的な機能的口腔ケアを推奨すること

ができ、口腔内の感染症のみならず全身の

疾患予防につながると考える。 

 
２．研究の目的 

本研究は、全身疾患や薬物などの影響を

受けていない健常者における唾液中のβデ

ィフェンシン量に影響を及ぼす因子につい

て明らかにすることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

対象は健常有歯顎者 22 名（男性 14 名、

女性 8 名、平均年齢 29±2 歳）とした。実

験開始 2 時間前より飲食・喫煙・口腔清掃

を禁止した。吐出法による安静時唾液量の

計測後、舌苔付着程度を算出した。採取し

た唾液１ml より唾液中βディフェンシン

量を ELISA 法にて測定した。総嫌気性菌数

はブルセラ HK 寒天培地に唾液を滴下し、 

１週間嫌気培養後 CFU 計測を行った。最終

の口腔清掃からの経過時間、最終の食事か

らの経過時間、性別、喫煙習慣の調査は質

問紙法で行った。唾液中βディフェンシン

量、総嫌気性菌数、安静時唾液量、舌苔付

着程度を 50 パーセンタイルで２値化後、唾

液中βディフェンシン量を目的変数、総嫌

気性菌数、安静時唾液量、舌苔付着程度、

最終の口腔清掃からの経過時間、最終の食



事からの経過時間

習慣を説明変数としたロジスティック回帰

分析後

た（α

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果

唾液中

数や睡眠時間との間に正の相関関係が認め

られた

は総嫌気性菌数が唾液中

含有量に影響を及ぼす因子として選択され

た（表３）
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